





































































































































































































家 族 ・保護者との関係 5.6 4.7 6.1
恋 愛 ・好きな人との関係 8.7 8.9 8.6
そ の 他 3.4 4.2 3.0




























項 目 全体 学習 心理 健康 社会 進路 合計
自分で努力することによって解決した 65.5 5.5 11.0 2.1 76.7 4.8 100.0
友だち（先輩後輩を含む）に相談して解決した 46.2 2.9 7.8 1.9 84.5 2.9 100.0
保護者に相談して解決した 24.2 5.6 5.6 0.0 83.3 5.6 100.0
先生に相談して解決した 30.0 10.4 7.5 1.5 76.1 4.5 100.0
SCに相談して解決した 0.4 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0




項 目 全体 学習 心理 健康 社会 進路 合計
相談できる人がいなかった 12.0 0.0 10.0 10.0 80.0 0.0 100.0
誰かに相談したが，解決法がなかった 38.6 9.4 3.1 3.1 84.4 0.0 100.0
解決に向けた取り組みをあきらめてしまった 66.3 10.9 10.9 3.6 74.5 0.0 100.0





項 目 全体 学習 心理 健康 社会 進路 合計
自分で先生に困っていることを伝えた 63.6 7.9 9.0 3.4 74.2 5.6 100.0
困っていたら先生が援助をしてくれた 37.1 11.5 9.6 0.0 75.0 3.8 100.0
困っていたら，友だちが先生に伝えてくれた 5.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0
困っていたら，保護者が先生に伝えてくれた 8.6 0.0 8.3 0.0 83.3 8.3 100.0




項 目 全体 学習 心理 健康 社会 進路 合計
直接先生に困ったり悩んだりしていることを伝えた 93.0 10.0 10.0 2.5 70.0 7.5 100.0
困っている表情やしぐさをしたら先生が援助をしてくれた 16.0 14.3 7.1 0.0 78.6 0.0 100.0
友だちが代わりに先生に伝えてくれた 3.5 33.3 0.0 0.0 66.7 0.0 100.0
保護者が代わりに先生に伝えてくれた 9.3 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0




項 目 全体 学習 心理 健康 社会 進路 合計
相談できる先生がいなかった 18.5 8.3 16.7 0.0 75.0 0.0 100.0
相談できる先生を探すことができなかった 69.3 4.4 13.3 2.2 80.0 0.0 100.0
どの先生に相談したらいいのか判断できなかった 66.2 2.3 16.3 2.3 79.1 0.0 100.0
どのように状況を伝えたらいいのか分からなかった 90.8 3.4 13.6 1.7 81.4 0.0 100.0
相談するタイミングがなかった 64.4 4.8 14.3 2.4 78.6 0.0 100.0
秘密を守ってもらえるかが心配だった 24.6 6.3 12.5 0.0 81.3 0.0 100.0
表情や態度で伝えたが，うまく伝わらなかった 9.2 0.0 16.7 0.0 83.3 0.0 100.0
先生に相談しても解決しないと思った 33.8 9.1 13.6 0.0 77.3 0.0 100.0
自分で何とかしなくてはならないと思った 40.0 0.0 11.5 3.8 84.6 0.0 100.0




項 目 全体 学習 心理 健康 社会 進路 合計
先生に相談しても解決しないと思った 48.4 5.2 5.2 2.6 87.0 0.0 100.0
相談しても解決しない経験があった 5.0 0.0 0.0 12.5 87.5 0.0 100.0
信頼のできる先生がいなかった 18.9 6.7 0.0 0.0 93.3 0.0 100.0
自分の秘密を先生に話すのに抵抗があった 27.7 4.5 0.0 0.0 95.5 0.0 100.0
困ったことや悩みを話すことに恥ずかしさがあった 21.4 2.9 0.0 2.9 94.1 0.0 100.0
相談することが申し訳ないと思った 4.4 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0
相談することで，力のない生徒だと思われたくなかった 5.7 0.0 0.0 11.1 88.9 0.0 100.0
自分で何とかしなくてはならないと思った 78.6 5.6 8.0 0.8 80.8 4.8 100.0
保護者に相談するので必要がなかった 6.3 0.0 20.0 10.0 70.0 0.0 100.0
友だちに相談するので必要がなかった 13.8 0.0 9.1 0.0 90.9 0.0 100.0
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